別表
「新潟県特定健診・保健指導実践者養成研修」分野別研修プログラム
	分　野

	研　修　内　容

	時間数

	担当別受講科目

	
	
	
	企画担当
	 実践者

	１．基礎編

	１）健診･保健指導の基本的な考え方（理念）
	１５０分

	○

	○


	
	２）特定健診･保健指導の実施体制
    ・特定健診の内容
　　・保健指導対象者の選定と階層化　他
	
	
	

	
	３）特定保健指導の基礎
　　・保健指導の基本的事項
　　　（情報提供・動機づけ支援・積極的支援の概要）
　　・保健指導の特徴
　（身体活動･運動･食生活・たばこ・アルコール・歯科）
	
	
	

	
	４）ポピュレーションアプローチとの連動
	
	
	

	２．計画・　評価編

	１）特定健康診査等実施計画の策定
	３６０分

	○

	

	
	２）医療費分析（概論）
	
	
	

	
	３）健診･保健指導事業の評価（演習を含む。）
	
	
	

	
	４）特定健診・保健指導の実施の事務手続き等
　　・アウトソーシングの進め方　他　　
	
	
	

	３．技術編

	１）メタボリックシンドロームの概念
　　・健診結果と身体変化・生活習慣の関連
	１５０分

	
	○


	
	２）行動変容に関する理論
	
	
	

	
	３）生活習慣改善につなげるためのアセスメント
	
	
	

	
	４）生活習慣病予防に関する保健指導
　　・身体活動･運動に関する保健指導
　　・食生活に関する保健指導
　　・たばこ・アルコールに関する保健指導
　　・歯の健康に関する保健指導　他
　　→保健指導の展開（演習）
	２５５分

	
	

	
	５）保健指導の評価
	
	
	

	４．情報　　共有編
	６）実践報告等
	　９０分

	○

	○


	
	７）情報交換
	
	
	

	合　　　　計

	1,005分
	


注）１　この研修プログラムは、国の「研修ガイドライン（一定の研修）」に沿ったものであり、概ね３日間で実施する。
２　研修対象者は、「１．基礎編」を必ず受講すること。（基礎編を受講しなかった　場合は、他の関係機関等が実施する同様の研修を受講し、受講を証明するものを　提示すること。）
３　「４．情報共有編」は必須課目としないが、可能な限り受講すること。　

